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ている高信頼性データ通信プロトコルとして TCP(Transmission Control Protocol)が利用されている．
しかし，無線環境において，TCPを利用すると，スループットが低下する問題がある．これは，無線環
境で TCP の輻輳制御が適切な制御が行なえないためである．TCP の輻輳制御は，パケットロスに対して
輻輳制御を働かせるフィードバック制御である．有線環境では，パケットロスは輻輳によるバッファ
溢れによるものであるのに対し．無線環境では無線リンクエラーによってもパケットロスが発生する.
無線環境において，輻輳制御は，パケットロスの原因が判別できないため，輻輳ではない無線リンク
エラーによっても輻輳制御を働かせてしまう．それにより，スループットが低下してしまう.無線マル
チホップネットワークでは，複数の無線リンクを用いるため，より無線リンクエラーが発生し，適切
な制御は難しい． 
先行研究に，無線リンクエラーによるパケットロスを防ぐため，次ホップに送信が成功するまで再
送を行う方式がある．Logical Link層と MAC層のレイヤ間にあるキューからパケットを送出する際に，
キューの先頭パケットを MAC 層へコピーし，コピーしたパケットを送信する．送信が成功したら，次
に送信するパケットでも同様の制御を行う．この制御により、送信が成功するまで再送を行うため,無
線リンクエラーの発生を防げる.しかし,この制御方式では,パケットロスが発生しなくなるため，送信
元の TCP 輻輳ウィンドウサイズが過上昇し，ネットワーク内にパケットが滞留してしまう問題がある．
ネットワーク内にパケットが滞留すると，中継端末などにおいてキュー滞在時間が伸びてしまい，TCP
タイムアウト制限時間内に ACK(Acknowledge)が到達せず，TCPがタイムアウトと判断し，通信断が起
きてしまう.  
本論文では，キュー滞在時間と TCP のタイムアウトに着目し，キュー滞在時間に応じて，適切にパ
ケット破棄制御を行うことで，先行研究のネットワーク内でのパケット滞留問題を解決し，過上昇す
る輻輳ウィンドウサイズを抑制することにより，TCPタイムアウト期間を軽減する方式を提案する．本
提案方式では，TCPで用いられている RTT から算出されるタイムアウト時間と同様の計算方法で，キュ
ー滞在時間から制限値を算出し，より適切なパケット破棄制御を行うために条件を付け加えることで，
スループットを低下させずに，TCPタイムアウトによる通信不能な期間を軽減する． 
 
